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二
〇
一
二
年
四
月
、
教
区
召

命
促
進
委
員
会
が
発
足
し
、
召

命
促
進
の
柱
と
し
て
、
教
区
予

備
神
学
校
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

二
〇
一
三
年
十
月
、
教
区
で
働

く
司
祭
の
蒜
山
研
修
会
で
、
司

祭
た
ち
の
理
解
が
深
め
ら
れ
、

十
一
月
二
十
四
日
予
備
神
学
校

開
校
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
姉

妹
教
区
韓
国
釜
山
教
区
で
教
区

の
神
学
生
の
た
め
に
開
か
れ
た

研
修
会
に
司
祭

四
人
、
信
徒
一

人
の
計
五
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

神
学
生
五
十
人

の
輪
の
中
に
私

た
ち
を
加
え
て

も
ら
い
、
予
備

神
学
校
の
教
育

の
柱
と
な
る
実

践
教
理
教
育
を

共
に
研
修
す
る

機
会
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
参
加

も
姉
妹
教
区
の

大
き
な
実
り
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

五
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
三

日
間
の
日
程
で
、
韓
国
で
二
十

年
来
、
実
践
教
理
教
育
を
指
導

し
て
い
る
シ
ス
タ
ー
講
師
お
二

人
を
お
招
き
し
、
司
祭
・
修

道
者
半
数
、
信
徒
半
数
、
計

三
十
三
人
が
学
び
、
予
備
神
学

校
ス
タ
ッ
フ
、
あ
る
い
は
各
教

会
・
学
校
の
信
仰
教
育
ス
タ
ッ

フ
養
成
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
遂
に
迎
え
た
第
一
回

予
備
神
学
校
、
小
五
か
ら
高
三

ま
で
十
三
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、
六
月
七
日
十
六
時
か

ら
八
日
十
二
時
半
ま
で
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
基
本
姿
勢

は
「
子
ど
も
の
よ
う
に
」
で
す
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ

わ
り
や
思
い
込
み
か
ら
ま
ず
解

放
さ
れ
る
よ
う
招
か
れ
ま
す
。

実
践
教
理
教
育
の
良
い
所
は
、

司
祭
も
リ
ー
ダ
ー
も
子
ど
も
と

同
等
の
立
場
で
参
加
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
第

二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
提
示
さ

れ
た
教
会
観
、「
神
の
民
と
し

て
の
教
会
」
を
体
で
感
じ
取
る

教
育
方
法
で
あ
り
、
司
祭
、
修

道
者
、
大
人
た
ち
も
、
子
ど
も

た
ち
を
上
か
ら
目
線
で
見
る
傾

き
を
正
す
、
す
ぐ
れ
た
方
法
だ

と
思
い
ま
す
。

　

実
践
教
理
教
育
で
は
、原
則
、

円
い
形
に
坐
り
、
全
員
、
互
い

の
顔
が
常
に
視
野
に
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
見
て
、
聞
い

て
、
触
る
と
い
っ
た
、
身
体
の

感
覚
を
最
大
限
活
用
し
ま
す
。

今
回
は
、
一
日
目
は
サ
ム
エ
ル

の
召
命
、
二
日
目
（
ち
ょ
う
ど

こ
の
日
が
聖
霊
降
臨
の
大
祝

日
）
は
聖
霊
降
臨
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
参
加
者
は
飽
き
る
暇

も
、
退
屈
す
る
暇
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
絶
え
ず
、
感
覚
を
使
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
様
々
な
色

の
布
や
ひ
も
（
四

角
い
の
、
長
い

の
、
淡
い
の
、
濃

い
の
）、
様
々
な

形
・
大
き
さ
・
色

の
石
や
木
片
、
さ

ら
に
は
ボ
ー
ル
や

フ
ー
プ
な
ど
も
使

い
、
工
夫
で
き
る
も
の
は
な
ん

で
も
活
用
で
き
る
よ
う
で
す
。

実
り
あ
る
研
修
に
す
る
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
よ
う
に
道
具

を
選
ぶ
か
と
い
う
創
造
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
召
命
と
聖
霊
降
臨
に
つ

い
て
、
身
体
で
、
ま
た
映
像
と

し
て
理
解
し
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

次
回
は
九
月
二
十
日
（
土
）

～
二
十
一
日（
日
）、今
回
同
様
、

愛
宮
ラ
サ
ー
ル
記
念
館
（
広
島

カ
テ
ド
ラ
ル
幟
町
教
会
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
各
教
会
の
主
任

司
祭
の
皆
さ
ん
、
教
会
学
校
の

皆
さ
ん
の
一
声
が
召
命
促
進
の

第
一
歩
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
。
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平和行事 2014 テーマ

『過ちは繰返しませぬから』
～被爆後 70年に向かって～

宗教者平和の祈り
原爆・すべての戦争犠牲者追悼ミサ
 「世界平和記念聖堂献堂 60周年にあたって」
ピースウォーク / キリスト者平和の祈り
原爆犠牲者のためのスピリチュアルコンサート

長崎原爆犠牲者追悼ミサ基調講演　松浦悟郎司教
被爆証言 /憲法について
「爆心地ヒロシマの記録」上映
福島の現状報告 /平和の祈り
祈りの集い /平和行進
平和祈願ミサ

場所 ： 世界平和記念聖堂

2014平和行事ポスター
       ＊詳細は4面参照。

堅信と予備神学校や霊降る
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来
年
二
〇
一
五
年
、

広
島
・
長
崎
は
原
爆
投

下
か
ら
七
十
年
を
迎
え

ま
す
。

　

今
年
二
〇
一
四
年
八

月
六
日
は
、
「
世
界
平

和
記
念
聖
堂
」
献
堂

六
十
周
年
記
念
日
で
す
。

　

広
島
教
区
は
、
「
世
界
平
和
記
念
聖
堂
」
献
堂
六
十

周
年
か
ら
「
被
爆
後
七
十
年
」
ま
で
の
一
年
間

を
「
平
和
年
」
（
二
〇
一
四
年
八
月
六
日
～

二
〇
一
五
年
八
月
六
日
）
と
し
ま
す
。

①
こ
の
一
年
の
毎
月
「
六
日
」
を
「
平
和
の

日
」
と
す
る
。

②
聖
書
、
教
会
公
文
書
、
社
会
教
説
、
「
平
和

ア
ピ
ー
ル
」
（
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
）
を
通

し
て
、
「
平
和
」
を
学
び
、
活
動
の
源
泉
と
す

る
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
あ
る
「
戦
争
と
平
和
」

に
関
す
る
記
念
碑
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
記
念

館
、
史
跡
な
ど
を
調
べ
る
（
教
区
創
立
百
周
年

ま
で
に
記
録
集
を
刊
行
す
る
）
。　
　

　

以
上
の
こ
と
を
中
心
に
「
平
和
年
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
開
催

　

六
月
十
五
日
、
二
〇
一
四
年
度
第
一
回
広
島
司
教
区
宣

教
司
牧
評
議
会
（
以
下
、
教
区
宣
司
評
）
が
開
催
さ
れ

た
。
前
田
司
教
、
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
の
二
十
五
人
が

出
席
し
た
。

　

前
田
司
教
か
ら
、
挨
拶
に
続
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い

た
。

・
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
の
今
後
十
年
の
歩
み
は
、

　
　

平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う

　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ　

新
し
い
福
音
宣
教

　
　
　
　

～
わ
た
し
を
お
使
い
く
だ
さ
い
～

「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」
は
、
ま
さ
に
広
島
教
区

の
固
有
の
召
命
で
あ
り
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
六
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
あ
る
。｢

家
庭｣

も
、

様
々
な
問
題
、
課
題
、
捉
え
方
の
違
い
、
各
々
の
家

庭
環
境
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
自
分
に
合
っ
た
、
自

分
に
と
っ
て
の

｢

家
庭｣

に
つ
い

て
、
今
年
一
年

は
じ
っ
く
り
考

え
て
欲
し
い
。

そ
う
し
た
中
か

ら
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
（
目

標
）
が
見
つ

か
っ
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
た

い
。
そ
の
後
、

二
年
目
か
ら
は

そ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
実
現
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
欲
し
い
。

　

次
に
、
三
地
区
、
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
テ
ー
マ
に
対
す

る
取
り
組
み
や
、
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
報
告
を
受
け
、
教
区
全
体
の
動
き
に
つ
い
て
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
か
ら
方
向
性
の
提
案
が
示
さ
れ
た
。

・
前
田
司
教
の
意
向
を
踏
ま
え
、
ま
ず
一
年
目
は
目
標
を

立
て
、
そ
の
後
の
二
年
間
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

方
向
性
で
進
め
た
い
。

・
キ
ー
ワ
ー
ド
『
私
の
「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し

て
、
私
は
○
○
を
し
ま
す
』
と
い
う
目
標
、
宣
言
を

立
て
て
も
ら
う
。

・
「
家
庭
」
に
関
す
る
教
会
公
文
書
に
つ
い
て
の
学
習

な
ど
を
推
進
す
る
。
推
進
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

「
家
庭
」
に
関
す
る
教
会
公
文
書
を
紹
介
し
て
い

く
。

　

続
い
て
、
教
区
の
優
先
課
題
に
つ
い
て
、
前
田
司
教
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

・
四
つ
の
優
先
課
題
に
つ
い
て
す
べ
て
繋
が
っ
た
も
の

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

・
津
和
野
殉
教
者
列
聖
運
動
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
の

信
仰
教
育
を
殉
教
者
の
信
仰
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
彼
ら
が
聖
書
の
み
こ
と
ば
を
知
っ
て

い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
家
庭
を
中
心
に
信
仰

が
継
承
さ
れ
た
。
ま
さ
に
モ
リ
ち
ゃ
ん
の
信
仰
は
、

初
聖
体
の
テ
キ
ス
ト
作
成
に
も
役
立
つ
も
の
。
堅
信

は
祐
次
郎
の
生
き
方
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
結
婚
は
、
安
太
郎
の
姿
と
重
な
る
。

・
召
命
促
進
、
青
少
年
育
成
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に

「
信
仰
継
承
は
、
ま
ず
は
家
庭
か
ら
」
と
言
え
る
。

●
各
優
先
課
題
に
つ
い
て

《
津
和
野
殉
教
者
列
聖
運
動
》

「
カ
ト
リ
ッ
ク
生
活
」
（
二
〇
一
四
年
五
月
号
）
の

特
集
記
事
を
読
む
こ
と
で
、
広
島
教
区
が
目
指
し
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
列
聖
委
員
会
と
し
て
、
促
進

部
会
、
歴
史
部
会
、
法
務
部
会
が
取
り
組
ん
で
行

く
。
署
名
一
万
人
分
を
集
め
た
い
。

《
召
命
促
進
委
員
会
、
予
備
神
学
校
》

教
区
報
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

《
青
少
年
育
成
委
員
会
》

中
ブ
ロ
は
約
五
十
年
間
、
三
月
下
旬
に
実
施
。
今
回

教区の動き 　広島教区「平和年」始まる

「平和年」ロゴマーク
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津
和
野
乙
女
峠
殉
教
者

列
聖
運
動

は
四
十
八
名
が
参
加
。
年
々

参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
現

状
。
次
回
は
広
島
地
区
で
実

施
予
定
。
ス
タ
ッ
フ
は
「
百

人
の
参
加
を
目
指
そ
う
！
」

と
目
標
を
掲
げ
、
仲
間
を
増

や
す
集
い
を
目
指
し
て
い

る
。

教
区
練
成
会
は
、
八
月
十
一

日
～
十
三
日
開
催
予
定
（
八

面
参
照
）
。
参
加
者
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
が
盛
り
上
げ

て
い
く
。

そ
の
他
、
ア
ジ
ア
ン
ユ
ー
ス

デ
ー
（
八
月
十
日
～
十
八
日

に
韓
国
で
開
催
）
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
教
区

を
姉
妹
教
区
活
動
と
し
て
訪

問
（
八
月
十
九
日
～
二
十
五

日
）
予
定
。

《
教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム
の
作

成
》

・
初
聖
体

岡
山
鳥
取
地
区
担
当
。
実
行

委
員
十
名
で
準
備
中
。
小
学

三
年
生
を
対
象
に
し
た
も
の

を
作
成
す
る
予
定
。
学
習
は

全
二
十
回
コ
ー
ス
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
構
成
を
検
討
中
。

・
堅
信

広
島
地
区
担
当
。
小
教
区
か

ら
一
名
ず
つ
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
も
ら
い
検
討

中
。
テ
キ
ス
ト
は
、
十
章
に

分
け
た
構
成
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
素
案
を
作
成
す
る
予
定
。

・
結
婚

山
口
島
根
地
区
担
当
。
素
案

は
作
成
済
み
。
五
章
に
分
け

た
構
成
。
現
在
、
地
区
内
の

養
成
推
進
チ
ー
ム
で
内
容
を

協
議
中
。

●
こ
の
優
先
課
題
に
対
す
る
前

田
司
教
の
意
向
は
、

　

教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム

は
、
今
後
、
五
年
く
ら
い
を

目
途
に
作
成
し
、
一
〇
〇
周

年
を
迎
え
る
一
～
二
年
前
に

発
行
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
必
要
が
あ
る
。
一
〇
〇
周

年
に
は
教
区
内
で
公
に
活
用

し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
希
望

す
る
。

●
前
田
司
教
の
意
向
で
あ
る
列
聖

運
動
を
公
に
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、
出
席
評
議
員
全
員

の
賛
成
を
得
て
決
議
し
た
。

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
三
地

区
、
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
、
修
道
女
連

盟
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

）

　

昨
年
（
二
〇
一
三
年
）
五
月

三
日
、
広
島
教
区
創
立
九
十
周

年
を
記
念
す
る
津
和
野
「
乙
女

峠
ま
つ
り
」
の
ミ
サ
で
、
広
島

教
区
長
前
田
万
葉
司
教
は
津
和

野
乙
女
峠
の
三
十
七
人
の
殉
教

者
の
列
聖
運
動
を
正
式
に
始
め

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

広
島
教
区
列
聖
委
員
会
が
立

ち
あ
げ
ら
れ
、
前
田
司
教
委
員

長
の
も
と
に
、
推
進
部
会
（
担

当
：
ヴ
ィ
タ
リ
神
父
）
、
歴
史

部
会
（
担
当
：
肥
塚
神
父
）
、

法
務
部
会
（
担
当
：
服
部
神

父
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

殉
教
者
た
ち
が
聖
人
の
位
に

列
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
先

ず
、
わ
た
し
た
ち
広
島
教
区
民

の
熱
意
と
祈
り
が
不
可
欠
で

す
。

　

今
年
の
「
乙
女
峠
ま
つ
り
」

に
向
け
て
署
名
運
動
が
行
わ

れ
、
千
二
百
四
十
六
人
の
署
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
皇
庁
に
列
聖
調
査

開
始
を
申
請
す
る
こ
と
を
日
本

の
司
教
団
や
他
教
区
の
信
者
の

み
な
さ
ん
の
同
意
を
求
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
六
月

三
日
の
広
島
教
区
司
祭

評
議
会
と
六
月
十
五
日

の
広
島
教
区
宣
教
司
牧

評
議
会
で
、
教
区
民
が
心
を
一

つ
に
し
て
列
聖
運
動
を
推
進
し

て
い
く
決
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て①
「
津
和
野
の
殉
教
者
の
列
聖

を
求
め
る
祈
り
」
を
機
会
あ
る

ご
と
に
祈
る
。

②
来
年
五
月
三
日
の
「
乙
女
峠

ま
つ
り
」
ま
で
に
「
一
万
人
署

名
」
を
達
成
す
る
。

③
こ
の
運
動
を
広
く
世
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
講
演
会
、
学
習
会
を
開

く
。

④
広
島
教
区
列
聖
委
員
会
の
振

替
口
座
を
開
き
、
募
金
活
動
を

行
う
。

な
ど
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
八
六
八
年
六
月
、
浦
上
キ

リ
シ
タ
ン
の
中
心
人
物
百
十
四

人
の
流
配
が
決
定
さ
れ
、

二
十
八
人
が
津
和
野
に
移
送
さ

れ
ま
し
た
。
一
八
七
〇
年
一

月
、
そ
の
家
族
百
二
十
五
人
が

津
和
野
に
流
配
さ
れ
ま
し
た

（
浦
上
四
番
崩
れ
）
。

　

一
八
七
三
年
、
禁
教
令
が
解

か
れ
る
ま
で
、
津
和
野
乙
女
峠

で
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
棄
教

を
迫
る
厳
し
い
尋
問
や
過
酷
な

拷
問
を
、
親
子
、
夫
婦
、
兄
弟

姉
妹
が
お
互
い
を
励
ま
し
支
え

合
い
な
が
ら
信
仰
を
守
り
抜
き

ま
し
た
。

　

広
島
教
区
の
二
〇
一
四
年
～

二
〇
一
六
年
の
テ
ー
マ
は
「
家

庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
す
。

　

津
和
野
乙
女
峠
で
の
五
年
に

わ
た
る
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

の
信
仰
の
日
々
を
黙
想
す
る
こ

と
は
、
「
信
仰
と
家
庭
」
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
わ
た
し
た
ち

に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

広島教区教会スタンプラリー完了者紹介

認定証番号第0001号　服部 大介 神父 	（尾道教会）
認定証番号第0002号　小畠真保子さん	（福山教会）
認定証番号第0003号　星　緑　　さん	（福山教会）
認定証番号第0004号　渡邉　君子さん	（倉敷教会）
＊西大寺集会所、ロザリオ教会にもスタンプが用意
されました。
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ロ
ー
マ
教
皇　

聖
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
の
時
か
ら
、
伝
統

的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
な
が

ら
も
教
会
か
ら
離
れ
て
い
る
多

く
の
人
々
に
対
し
て
、
新
し
い

宣
教
の
必
要
性
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

南
米
か
ら
日
本
に
来
て
い
る

多
く
の
日
系
人
た
ち
は
、
こ
の

新
し
い
宣
教
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
国
で
ほ
と
ん
ど
洗
礼

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
教
会
へ

通
う
習
慣
は
な
く
て
、
子
ど
も

の
時
初
聖
体
や
堅
信
を
受
け
て

い
な
い
大
人
が
多
く
、
教
会
で

結
婚
の
秘
跡
を
受
け
て
い
な
い

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

こ
の
人
た
ち
は
、
日
本
に
来

て
か
ら
教
会
の
存
在
を
知
っ

て
、
困
っ
た
時
に
神
父
様
な
ど

の
助
け
を
求
め
る
た
め
に
来
ま

す
が
、
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
、
キ
リ
ス
ト
の
事
は
表
面
的

に
し
か
知
ら
な
い
大
人
に
対
し

三原教会　初聖体の子どもたち　18人

広島教区　2014平和行事プログラム
『過ちは繰返しませぬから』
～被爆後70年に向かって～

8/5 火

○13:00～14:30
　基調講演　松浦悟郎司教（大阪教区）
○15:00～16:30
　①被爆証言　深堀升治神父（松江教会主任）
　②被爆証言　朴南珠さん（観音町教会）
　③「爆心地　ヒロシマの記録」上映とお話　田邊雅章さん
　④憲法について　石口俊一さん（広島弁護士九条の会・弁護士）
　⑤福島の現状
　　シスター畠中千秋（カリタス原町ベース、聖心会）
○18:00～18:40　平和の祈り

【日本聖公会との合同プログラム】
○17:30～ 祈りの集い　原爆供養塔前（平和公園内）
○18:00～ 平和行進（原爆供養塔前～本通り～世界平和記念聖堂）
○19:00～20:15 平和祈願ミサ

8/6 水
○  8:00～ 9:00　原爆・すべての戦争犠牲者追悼ミサ
○  9:30～10:30　世界平和記念聖堂献堂60周年記念講演
　青葉憲明さん（世界平和記念聖堂保存活用委員会）
○10:30～12:30　世界平和記念聖堂案内
○  9:30～12:30　ピースウォーク
○14:00～15:30　キリスト者平和の祈り
○18:00～　原爆犠牲者のためのスピリチュアルコンサート

8/9 土
○11:00～　長崎原爆犠牲者追悼ミサ

て
、
ど
う
や
っ
て

信
仰
を
蘇
え
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
と
悩

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
聖
パ

ウ
ロ
が
テ
モ
テ
に

書
い
て
い
る
と
お
り
、
〈
神
の
御

前
で
、
そ
し
て
、
生
き
て
い
る
者

と
死
ん
だ
者
を
裁
く
た
め
に
来
ら

れ
る
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
御
前

で
、
そ
の
出
現
と
そ
の
御
国
と
を

思
い
つ
つ
、
厳
か
に
命
じ
ま
す
。

御
言
葉
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
。
折

が
良
く
て
も
悪
く
て
も
励
み
な
さ

い
。
と
が
め
、
戒
め
、
励
ま
し
な

さ
い
。
忍
耐
強
く
、
十
分
に
教
え

る
の
で
す
。
〉
（
テ
モ
テ
二
、
四

章
一
～
二
節
）

　

具
体
的
に
い
う
と
、
関
わ
る
機

会
は
何
で
も
利
用
す
る
、
助
け
や

通
訳
を
頼
ま
れ
た
時
に
は
そ
れ
に

応
じ
な
が
ら
関
係
を
作
る
機
会
と

す
る
。
例
え
ば
子
ど
も
の
洗
礼
を

求
め
て
い
る
と
き
は
そ
の
希
望
を

受
け
入
れ
て
、
信
仰
の
根
本
的
な

こ
と
、
キ
リ
ス
ト
が
教
え
て
い
る

家
庭
や
結
婚
に
つ
い
て
話
す
機
会

に
し
て
子
ど
も
の
洗
礼
と
と
も

に
、
両
親
の
結
婚
の
秘
跡
を
す
す

め
る
。
ま
た
、
日
本
に
い
る
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
信
仰
教
育
の
必
要

性
、
両
親
が
ほ
と
ん
ど
教
会
に
来

な
く
て
も
そ
の
子
ど
も
た
ち
の

信
仰
教
育
を
諦
め
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
親
た
ち
に
一
緒

に
教
会
へ
来
る
事
を
い
つ
も
勧

め
て
は
い
ま
す
が
、
来
な
け
れ

ば
子
ど
も
の
送
り
迎
え
を
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
て
、
楽
し
い
体
験
に
な
る
よ

う
に
公
園
で
遊
ん
だ
り
、
夏
休

み
で
プ
ー
ル
や
キ
ャ
ン
プ
に

行
っ
た
り
す
る
と
い
う
活
動
を

あ
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
通

し
て
全
て
の
国
籍
の
信
徒
が
交

わ
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

滞
在
外
国
人
に
関
す
る
新
し
い
宣
教

三
原
教
会　

ア
ル
ナ
ル
ド
・
ネ
グ
リ
神
父

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り
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◆
第
四
回
東
日
本
大
震
災
仙
台

教
区
復
興
支
援
全
国
担
当
者
会

議
報
告
◆

　

六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
仙
台
教
区
で
開
催
さ

れ
、
被
災
地
四
年
目
の
現
実
の

報
告
と
、
今
後
の
後
方
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
で
し

た
。

　

特
に
福
島
の
状
況
は
厳
し

く
、
核
発
電
所
（
原
子
力
発
電

所
）
の
周
辺
地
域
及
び
福
島

市
・
郡
山
市
の
周
辺
部
は
、
除

染
作
業
を
行
っ
て
も
放
射
線
量

は
高
い
現
状
で
す
。
リ
ス
ク
を

受
け
と
め
な
が
ら
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
々
は
、
不
安
と

ご
苦
労
の
中
を
毎
日
精
一
杯
歩

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
生
産
者
が

風
評
被
害
に
い
ま
だ
苦
し
ん
で

い
ま
す
。

　

現
場
か
ら
の
メ
ー
ル
の
配

信
、
バ
ザ
ー
な
ど
で
取
り
扱
う

商
品
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
旅
費
補
助
な
ど
を
継
続
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

震
災
当
初
か
ら
現
地
に
出
向

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
山

本
紀
久
代
シ
ス
タ
ー
（
援
助
修

道
会
）
は
こ
の
三
月
末
か
ら
、

修
道
会
の
任
務
に
戻
ら
れ
ま
し

た
。
長
い
間
の
お
働
き
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
国
指

定
・
重
要
文
化
財
）
の
耐
震
診

断
事
業
（
文
化
庁
等
の
補
助
事

業
）
の
第
二
回
有
識
者
委
員
会

が
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
五
月
九
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
回
委
員
会
で
検
討
さ
れ

た
聖
堂
の
現
況
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
一
次
耐
震
診
断
の
結
果

が
検
討
さ
れ
た
。
建
物
の
耐
震

基
準
は
、
阪
神
・
淡
路
地
震
な

ど
の
大
地
震
を
経
験
す
る
た
び

に
、
基
準
や
内
容
が
精
緻
に

な
っ
て
お
り
，
聖
堂
の
耐
震
性

能
が
心
配
さ
れ
て
い
た
。
今
回

の
診
断
結
果
で
は
、
聖
堂
の
西

側
（
玄
関
付
近
）
の
柱
に
弱
い

部
分
が
あ
る
こ
と
、
鐘
塔
の
上

階
に
耐
力
壁
の
不
足
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

記
念
聖
堂
の
構
造
設
計
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の

耐
震
構
造
の
権
威
で
あ
り
、
東

京
タ
ワ
ー
の
構
造
設
計
で
も
知

ら
れ
る
早
稲
田
大
学
の
内
藤
多

仲
先
生
が
担
当
さ
れ
、
村
野
藤

吾
先
生
の
意
匠
設
計
の
意
図
を

汲
ん
で
非
常
に
合
理
的
に
設
計

さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
の
意
匠

を
残
し
な
が
ら
、
耐
震
補
強
す

る
難
し
さ
が
再
確
認
さ
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
震
度
六
強
の

大
地
震
に
よ
り
、
直
ち
に
建
物

が
崩
壊
す
る
な
ど
の
重
大
な
被

害
は
想
定
し
に
く
い
も
の
の
、

地
盤
条
件
な
ど
を
加
味
し
た
再

評
価
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
天

井
材
や
内
装
材
の
落
下
対
策
も

重
要
で
あ
る
こ
と
、
外
装
レ
ン

ガ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
な
ど
が

落
下
す
る
危
険
性
も
考
慮
し
た

避
難
経
路
の
確
保
な
ど
ソ
フ
ト

対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
次
回

は
，
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
も
と
に
耐
震
補
強
案
と
概
算

費
用
の
検
討
を
行
い
、
十
一
月

頃
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　

以
上
の
よ
う
に
記
念
聖
堂
の

耐
震
補
強
工
事
に
は
多
額
の
費

用
が
想
定
さ
れ
る
。
保
存
活
用

委
員
会
で
は
、
幟
町
教
会
を
は

じ
め
広
島
教
区
の
各
教
会
と
連

携
し
て
、
私
た
ち
の
司
教
座
で

も
あ
る
こ
の
聖
堂
を
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
の

口
座
ま
た
は
教
区
事
務
局
で
募

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
絶
大
な
る
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
聖
堂
保
存
活
用
委
員
会
）

東
日
本
大
震
災
支
援

原
田
豊
己
神
父

重
要
文
化
財

世
界
平
和
記
念
聖
堂

　

耐
震
調
査

（
第
二
回
委
員
会
報
告
）

世界平和記念聖堂募金 郵便振替口座
口 座 名 ：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入してください。

松
浦
司
教
（
大
阪
教
区
）

「
憲
法
学
習
会
」
三
篠
教
会

　

七
月
六
日
、
松
浦
司
教
の

「
憲
法
学
習
会
」
が
三
篠
教
会

で
開
催
さ
れ
た
。

　

教
会
は
な
ぜ
政
治
的
に
関
わ

る
の
か
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

キ
リ
ス
ト
の
時
代
か
ら
、
政
治

は
私
た
ち
と
関
わ
り
あ
る
も

の
。
教
皇
ヨ
ハ
ネ
二
十
三
世

は
、
教
皇
就
任
当
時
、
世
界
は

破
滅
的
な
状
態
。
米
ソ
は
、
冷

戦
状
態
。
そ
し
て
、
キ
ュ
ー
バ

危
機
。
ヨ
ハ
ネ
二
十
三
世
は
、

米
ソ
の
仲
介
者
と
な
り
、
ソ
連

に
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
そ

の
結
果
、
核
戦
争
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

政
治
に
向
か
っ
て
福
音
を
投

げ
か
け
る
の
は
宗
教
者
の
使

命
。
教
会
の
大
切
な
役
割
で
あ

る
と
言
わ
れ
た
。

祭壇向かって左の説教台天
てんがい

蓋耐震調査

松浦悟朗司教（大阪教区）
＊ 講 演 の 内 容 は 、 Yo u t u b e で ご

覧 い た だ く こ と が で き ま す 。
「GiovanniApostolo」で検索して
ください。



( 6 )カトリック　広　島　教　区　報2014 年 7 月 27 日  97 号

あ
な
た
、
も
う
雇
わ
な
い

　

今
年
の
二
月
末
で
定
年
を
迎
え

た
蝶
野
さ
ん
は
、
長
年
勤
め
た
会

社
か
ら
再
雇
用
を
事
実
上
拒
否
さ

れ
た
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
想
像

さ
れ
る
の
は
、
反
原
発
運
動
に
名

を
連
ね
て
い
る
か
ら
。
会
社
は
門

司
に
あ
る
原
発
の
バ
ル
ブ
を
製
造

す
る
会
社
。

　

高
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
、

会
社
は
定
年
後
の
再
雇
用
は
必
須

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
拒

否
の
姿
勢
を
貫
く
。
労
働
審
判
の

調
停
も
拒
否
し
、
と
う
と
う
裁
判

闘
争
に
な
る
と
言
う
。

　

そ
ん
な
彼
の
講
演
を
下
関
労
働

教
育
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
、
細
江

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
開
催
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
以
前
よ
り
「
労
働

現
場
セ
ミ
ナ
ー
」
を
不
定
期
に
開

催
し
て
き
た
。
個
人
加
盟
の
労
働

組
合
、
外
国
人
研
修
生
の
問
題
な

ど
を
扱
っ
て
き
た
。
一
昨
年
か
ら

少
し
形
を
変
え
、
原
発
労
働
者
の

被
曝
・
健
康
被
害
の
訴
え
、
フ
ク

シ
マ
の
原
発
労
働
者
の
声
を
聞
く

集
い
を
開
い
て
き
た
。

　

原
発
の
部
品
メ
ー
カ
ー
で
働
い

て
き
た
彼
の
口
か
ら
は
、
原
発

の
現
場
で
働
く
労
働
者
た
ち
の

責
任
感
と
プ
ラ
イ
ド
が
語
ら
れ

る
と
同
時
に
、
儲
け
を
優
先
す

る
企
業
と
し
て
一
銭
で
も
多
く

稼
ぐ
た
め
に
労
働
条
件
を
無
視

し
た
労
働
の
強
要
や
安
全
検
査

を
す
り
抜
け
る
裏
技
が
常
態
化

し
、
そ
れ
に
対
し
電
力
会
社
は

湯
水
の
ご
と
く
お
金
を
払
い
、

そ
の
経
費
が
電
気
代
と
し
て
市

民
に
転
嫁
さ
れ
て
い
く
様
が
語

ら
れ
た
。

　

会
社
に
忠
誠
を
誓
う
タ
イ
プ

と
は
程
遠
い
彼
は
、
３
・
11
以

降
の
原
発
部
品
の
受
注
減
の
危

惧
を
抱
い
た
会
社
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
追
い
出
し
た
い
存

在
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

会
社
門
前
で
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
る
彼
を
支
え
る
の
は
、
豊
か

な
人
間
関
係
。
そ
れ
に
引
き
換

え
、原
発
は
「
差
別
」
で
動
く
。

　

福
祉
と
言
い
な
が
ら
弱
者
を

切
り
捨
て
、
秘
密
保
護
の
名
の

下
自
由
を
奪
い
、
自
衛
権
と
称

し
戦
地
に
人
々
を
送
り
込
も
う

と
し
、
無
限
に
近
い
時
間
人
々

を
苦
し
め
る
原
発
を
再
稼
働
・

輸
出
し
よ
う
と
す
る
「
国
策
」

を
越
え
て
、
仲
間
と
し
て
連
帯

し
て
行
こ
う
と
思
う
。

（
大
城
研
司
）

＊
信
徒
協
研
修
会

　

六
月
十
四
日
（
土
）
に
防
府

市
の
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
に
お
い

て
、
古
巣
馨
神
父
（
長
崎
教

区
）
を
講
師
に
、
「
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
の
信
徒
使
徒
職

…
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
と
分
ち
合
い
が
行
わ
れ

た
。
二
百
四
十
二
名
参
加
。

（D
V

D

問
合
せ
：
地
区
セ
ン

タ
ー
）

＊
地
区
信
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

祈
り
の
体
験

　

七
月
二
十
四
日
（
木
）
～

二
十
七
日
（
日
）
。
地
区
セ
ン

タ
ー
で
「
私
は
誰
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
知
識
よ
り
体
験
を
重

視
す
る
研
修
が
行
わ
れ
た
。

＊
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き

①
少
年
の
集
い
「
カ
リ
タ
ス
大

槌
ベ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

七
月
三
十
日
（
水
）
～
八
月

三
日
（
日
）
。
中
高
校
生
十

名
、
リ
ー
ダ
ー
三
名
参
加
。

②
下
関
ブ
ロ
ッ
ク
「
ふ
っ
こ
う

の
架
け
橋
」

　

七
月
三
十
一
日
（
木
）
～
八

月
四
日
（
月
）
。
福
島
の
子
ど

も
た
ち
を
招
き
、
下
関
の
自
然

や
人
々
に
触
れ
る
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
作
り
を
実
施
。

③
山
口
ブ
ロ
ッ
ク
「
被
災
地
夏

季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」

　

八
月
二
十
日
（
水
）
～

二
十
五
日
（
日
）
。
大
槌
ベ
ー

ス
に
宿
泊
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
。

＊
出
雲
教
会
創
立
五
十
周
年

　

出
雲
教
会
が
松
江
教
会
か
ら

一
九
六
五
年
に
独
立
し
て
五
十

年
経
過
す
る
こ
と
を
祝
い
、
九

月
十
五
日
（
月
）
十
時
か
ら
前

田
万
葉
司
教
や
歴
代
の
主
任
神

父
に
よ
る
感
謝
の
記
念
ミ
サ
と

祝
賀
会
が
行
わ
れ
る
。

†
私
を
お
使
い
く
だ
さ
い
†

　

二
〇
一
四
年
度
第
一
回
岡
山

鳥
取
地
区
宣
教
司
牧
評
議
員
会

が
五
月
十
一
日
（
日
）
津
山
教

会
で
開
催
さ
れ
た
。
司
祭
・
修

女
連
・
各
小
教
区
評
議
員
・
地

区
長
指
名
評
議
員
、
計
二
十
三

名
で
行
わ
れ
た
。

＊
秘
跡
の
中
で
神
様
と
出
会
う

　

信
徒
養
成
講
座
が
二
〇
一
四

年
度
は
岡
山
教
会
を
会
場
と
し

て
五
月
十
七
日
（
土
）
よ
り
開

始
。
集
会
祭
儀
の
司
式
者
と
聖

体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕
者
の
養

成
講
座
は
、
一
般
信
徒
の
皆
様

も
講
座
に
参
加
が
可
能
。

＊
聖
書
講
座
開
講

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
フ
ェ

リ
―
チ
ェ
聖
書
講
座
「
聖
書
と

現
代
社
会
」
が
開
講
さ
れ
る
。

期
間
：
十
月
十
一
日
（
土
）
～

十
二
月
六
日
（
土
）
の
五
回
。

講
師
：
荒
井
献
・
雨
宮
慧
・
百

瀬
文
晃
・
大
貫
隆
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
長
髙
木
孝

子
。
問
合
せ
先
：
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
清
心
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ーTel:086-252-7045

＊
浦
上
四
番
崩
れ
殉
教
者
の
道

鶴
島
巡
礼
お
知
ら
せ

　

毎
年
体
育
の
日
（
今
年
度
は

十
月
十
三
日
、
徒
歩
巡
礼
は

十
二
日
か
ら
出
発
、
詳
細
は

追
っ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

殉
教
者
が
眠
る
鶴
島
へ
。
約

百
四
十
年
前
時
代
が
変
わ
っ
て

も
生
き
抜
く
力
と
勇
気
を
示
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
も
と

へ
共
に
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

地
区
便
り

－  感  謝  －

   献　金

「津和野への旅」実行
委員会から津和野殉教
者の列聖運動のための
献金として五万円を頂
戴いたしました。お礼
とご報告を申しあげま
す。

広島教区列聖委員会

33

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
・
島
根
地
区

岡
山
・
鳥
取
地
区
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清
心
幼
稚
園
は
一
九
四
九
年
、

「
光
の
園
」（
原
爆
孤
児
収
容
施
設
）

の
後
を
受
け
て
清
心
幼
稚
園
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
一
九
五
一

年
に
認
可
さ
れ
、
一
九
五
五
年

に
は
「
福
音
の
光
修
道
会
」
か

ら
「
長
崎
純
心
聖
母
会
」
に
保

育
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
に
は
一
法
人
一
園

の
「
学
校
法
人
祇
園
清
心
学
園
清

心
幼
稚
園
」
が
誕
生
し
、
開
設
以

来
八
千
八
百
九
十
三
名
の
園
児
を

送
り
出
し
ま
し
た
。
理
事
長
、
園

長
、
数
名
の
理
事
を
イ
エ
ズ
ス
会

司
祭
、
長
崎
純
心
聖
母
会
シ
ス

タ
ー
、
祇
園
教
会
信
徒
が
務
め
て

い
ま
す
。

　

少
子
化
の
現
代
に
あ
っ
て
も
当

園
の
園
児
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
が
保
護

者
の
皆
さ
ん
で
す
。
特
に
「
父
の

集
い
」
だ
け
で
三
つ
の
行
事
（
新

入
園
児
歓
迎
会
・
夏
祭
り
・
ク
リ

ス
マ
ス
会
）
を
こ
な
す
と
い
う
の

は
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
活
動
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

当
園
は
、「
明
る
く 

仲
よ
く 

神
の
前
に 

正
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、「
神
と
人
と
自
分
、
自
然
を

大
切
に
す
る
子
ど
も
」「
心
も
体

も
健
康
で
明
る
い
子
ど
も
」「
思

い
や
り
と
感
謝
の
心
を
持
つ
子

ど
も
」「
創
造
性
豊
か
な
子
ど

も
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し

て
一
斉
保
育
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

心
の
教
育
と
し
て
は
、
誕
生

会
・
マ
リ
ア
祭
・
ク
リ
ス
マ
ス

祈
り
の
集
い
な
ど
を
通
し
て
神

さ
ま
に
祈
っ
た
り
、
司
祭
や
シ

ス
タ
ー
に
神
さ
ま
の
お
話
を
聞

く
時
間
を
設
け
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
は
東
日
本
大

震
災
直
後
か
ら
、「
き
ず
な
弁

当
」（
一
品
又
は
デ
ザ
ー
ト
を

が
ま
ん
し
て
百
円
前
後
を
献

金
）
や
祈
り
を
通
し
て
、
隣
人

の
痛
み
に
寄
り
添
う
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

散
歩
や
遠
足
、
お
泊
ま
り
保
育

を
通
し
て
自
然
に
、
観
劇
・
茶

道
を
通
し
て
日
本
文
化
に
触
れ

て
も
い
ま
す
。

　

今
年
も
宍
道
湖
・
中
海
と
い

う
共
通
の
水
系
に
立
地
し
て
い

る
米
子
・
松
江
・
出
雲
三
教
会

（
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
教
会
と
し
て
仲
良

く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
去
る
五
月
の
津
和
野
乙

女
峠
巡
礼
で
は
、
松
江
出
雲
か

ら
大
型
バ
ス
に
て
津
和
野
の
殉

教
者
の
列
聖
を
求
め
る
祈
り
な

ど
、
ま
た
互
い
の
交
流
の
集
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
六
月
十
五
日
、
出
雲
教

会
に
て
広
島
教
区
「
主
和
の

輪
」
総
会
が
あ
り
、
服
部
神
父

初
め
各
県
か
ら
ス
タ
ッ
フ
な
ど

と
地
元
の
信
徒
二
十
名
の
交
流

会
も
盛
り
あ
が
り
有
意
義
な
行

事
に
な
り
ま
し
た
。
「
主
和
の

輪
」
創
立
二
十
一
年
目
に
あ
た

り
、
創
立
当
時
最
初
の
訪
問
地

で
あ
っ
た
出
雲
教
会
で
改
め
て

活
動
の
意
義
を
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
予
定

と
し
て
は
、
①
九
月
十
四
日
ブ

ロ
ッ
ク
勉
強
会
（
講
師
：
清
水

弘
神
父
）
、
②
九
月
十
五
日
出

雲
教
会
創
立
五
十
周
年
感
謝

ミ
サ
と
祝
賀
会
、
③
十
一
月

二
十
四
日
（
振
り
替
え
休
日
）

永
井
隆
博
士
追
悼
平
和
祈
願
ミ

サ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
③
永
井
博
士
追
悼
平
和

祈
願
ミ
サ
は
、
例
年
の
九
月
実

施
か
ら
十
一
月
下
旬
に
変
更
し

ま
し
た
。
教
会
と
地
域
（
飯
石

如
己
の
会
）
、｢

平
和
を
」
宣

言
し
て
い
る
雲
南
市
と
の
協
力

で
平
和
を
祈
る
行
事
で
す
。
ぜ

ひ
多
数
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ

ま
す
。

＊
「
翼
の
会
」
の
紹
介

　

一
九
九
七
年
九
月
、
第
六
回

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連

絡
協
議
会
」
（
「
カ
障
連
」
）

全
国
大
会
が
広
島
で
開
か
れ
ま

し
た
。
「
翼
の
会
」
は
、
大
会

を
準
備
し
た
人
た
ち
を
中
心
に

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

会
の
名
称
は
、
詩
編
十
七
の

「
瞳
の
よ
う
に
わ
た
し
を
守
り

　

あ
な
た
の
翼
の
陰
に
隠
し
て

く
だ
さ
い
」
の
祈
り
に
由
来
し

ま
す
。
父
な
る
神
の
慈
し
み
に

満
ち
た
大
き
な
翼
の
も
と
に
憩

う
恵
み
を
、
障
害
者
と
と
も
に

感
謝
す
る
集
い
で
す
。

　

原
則
的
に
、
月
に
一
度
、
会

を
開
き
、
待
降
節
・
四
旬
節
の

黙
想
会
、
新
年
会
、
教
会
訪

問
、
教
区
行
事
参
加
な
ど
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

「
カ
障
連
」
の
目
的
は
、

「
病
者
・
障
害
者
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
精
神
に
も
と
づ
き
、
生

け
る
キ
リ
ス
ト
の
共
同
体
の
一

員
と
し
て
社
会
の
福
音
化
を
目

指
す
」
こ
と
で
す
。
現
在
の
担

当
司
教
は
広
島
教
区
長
前
田
万

葉
司
教
で
す
。

　

「
翼
の
会
」
は
、
「
カ
障
連

広
島
支
部
」
の
顔
も
持
っ
て
い

ま
す
。

＊
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
遺
跡
を
め

ぐ
る
、
宮
津
、
京
丹
後
、
キ
リ

シ
タ
ン
巡
礼

日
程
：
二
〇
一
四
年
十
月
八
日

（
水
）
～
九
日
（
木
）
。
主

催
：
広
島
地
区
女
性
連
合
会
。

同
行
司
祭
：
前
田
万
葉
司
教
、

斎
藤
眞
仁
神
父
。
参
加
定
員
：

四
十
人
。
参
加
費
：
全
額
自
己

負
担
。
お
問
い
合
わ
せ
：
梶
山

聡
子
（
幟
町
教
会
）
ま
で
。

「主和の輪」総会の様子

清
心
幼
稚
園

学
校
法
人
祇
園
清
心
学
園

22

広
島
教
区
の
施
設

広
島
地
区

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
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６人の司教と青年たちは出会い
そしてWaiWai語る２

“出会ったあの時”
5月17日～18日、宝塚市にある小林聖心女子学院ロ
ザリオヒルで「6人の司教と青年たちは出会いそし
てWaiWai語る2“出会ったあの時”」が開催されまし
た。この集いは、大阪教会管区司教団が主催し、6
名の司教様（池長大司教、大塚司教、諏訪司教、
野村司教、前田司教、松浦司教）を囲んで行われ
ました。
広島教区からは、23名の若者が参加しました。

こ
こ
が
天
国
へ
の
入
り
口

～
宇
部
・
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
～

          

宇
部
・
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
司
祭

                                        

片
柳 

弘
史 
神
父

〈81〉

青少年の活動

と
い
う
思
い
か
ら
、
イ
ン
ド

の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
渡
航
。
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
も
と
で
一
年

あ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
マ

ザ
ー
か
ら
司
祭
に
な
っ
て
は
ど

う
か
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
司
祭
へ
の
道
を

歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
一
九
九
八
年
に
イ
エ
ズ
ス

会
に
入
会
、
二
〇
〇
八
年
に
司

祭
叙
階
の
恵
み
を
受
け
て
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

宇
部
・
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
三
つ
の
教
会
の
主
任
司

祭
、
三
つ
の
幼
稚
園
の
園
長
補

佐
、
ま
た
美
祢
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
の
教
誨
師
と
し
て
奉

仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
は
、
小
野

田
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ビ
エ
ル
高

校
も
あ
り
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
人
々
と
深
く
交
わ
る
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の

小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま

す
が
、
世
界
中
ど
こ
か
ら
で
も

天
国
へ
の
距
離
は
み
な
同
じ
。

わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
こ
の
地

が
天
国
へ
の
入
り
口
だ
と
確

信
し
、
与
え
ら
れ
た
使
命
に

日
々
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
宇
部
教
会
に

居
住
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
近

く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
訪

ね
く
だ
さ
い
。

　

出
身
は
埼
玉
県
、
上
尾
と
い

う
地
方
都
市
の
郊
外
で
、
園
芸

農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
今
年
で
四
十
三
歳
に
な

り
ま
す
。
実
家
は
神
棚
と
仏
壇

が
あ
る
日
本
の
普
通
の
家
庭
で

し
た
が
、
大
学
生
の
と
き
、
父

を
亡
く
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
教
会
に
通
う
よ
う
に
な

り
、
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
受

洗
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
を

も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
、
イ
エ

ス
の
愛
に
も
っ
と
近
づ
き
た
い

　

こ
の
春
か
ら
、
宇
部
・
小

野
田
ブ
ロ
ッ
ク
で
奉
仕
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
片
柳
神
父
で

す
。
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な

る
広
島
教
区
の
皆
さ
ん
に
、

簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

正
直
、
参
加
す
る
前

ま
で
と
て
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
司
教
様
が

何
人
も
来
ら
れ
る
と
聞

い
て
、
ど
き
ど
き
し
な

が
ら
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
宝
塚
に

つ
い
て
大
会
が
始
ま
っ

て
い
き
、
会
が
進
ん
で

い
く
に
つ
れ
私
の
中
で

司
教
様
や
神
父
様
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
一
転

し
ま
し
た
。
も
っ
と
お

堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ま
る
で
親
の
よ
う
に
接
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
司
教

様
と
共
に
語
る
時
間
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
間
を
持
た
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
感
動
し
た
の
と
、
共
に
考

え
悩
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
司
教
様

や
神
父
様
の
ぬ
く
も
り
に
、
長

い
時
間
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な

感
覚
の
大
会
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
様
々
な
と
こ
ろ

か
ら
参
加
者
が
来
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、
そ
の
方
た
ち

と
も
語
り
合
う
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
年
代

の
方
と
語
り
合
う
こ
と
、
違
う

年
代
の
方
と
語
り
合
う
こ
と
で

非
常
に
共
感
す
る
点
、
ま
た
新

た
な
考
え
、
刺
激
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
に
よ
り
こ
の
大
会
に
参
加

し
て
思
う
の
は
、
語
り
合
う
時

間
を
持
つ
こ
と
で
世
界
は
も
っ

と
面
白
く
な
る
の
で
は
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
自
身
、
語
り
合

う
、
分
か
ち
合
う
こ
と
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
大
会
で
分
か
ち
合
う
、
語
り

合
う
こ
と
で
人
と
暖
か
さ
、
つ

な
が
り
と
い
う
の
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
輪
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
山
口
教
会　

平
松
栄
一
郎
）

広島教区練成会『私をお使いください』

日付：8月11日（月）～8月13日（水）
場所：カトリック山口教会・天使幼稚園
対象：小学5年生～中学3年生

夏休みも近づきました。今年も楽しい企画
を用意していますので、是非ご参加くださ
い。詳細は、各小教区配布の案内をご覧く
ださい。

　

教
会
巡
礼
で
訪
れ
た
あ
る
教

会
。
ス
タ
ン
プ
の
横
に
ペ
ー
ジ

が
探
し
や
す
い
様
ペ
ー
ジ
番
号

と
、
『
よ
う
こ
そ
』
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
て
あ
る
。
気
遣

い
に
癒
さ
れ
静
か
に
お
祈
り
し

て
後
に
し
た
。
（
あ
お
）


